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特定非営利活動法人全国女性会館協議会 第 67 回全国大会 

実施報告書 

 

1 日時 2023 年 12 月 10 日（日）、11 日（月） 

2 会場 12/10：東京ウィメンズプラザ 12/11：首都圏にある会員館 

3 主催 特定非営利活動法人全国女性会館協議会 

4 後援等 後援：内閣府男女共同参画局、文部科学省、国立女性教育会館、東京都 

協賛：日本テトラパック株式会社、株式会社マイナビワークス 

5 主題 男女共同参画センターの役割と機能強化 

6 募集方法 ①会員館へのチラシ・参加申込書をメーリングリストで案内 

②全国の男女共同参画センターおよび男女共同参画所管課にチラシを郵送 

③ホームページ 

7 プログラム （１）12 月 10 日（日） 

①開会式 

◆主催者挨拶  

特定非営利活動法人 

全国女性会館協議会代表理事 納米恵美子 

 

 

 

 

 

 

 

②第 17 回事業企画大賞表彰式  

   ・事業企画大賞（１事業）、奨励賞（1 事業）、特別賞（1 事業）表彰 

   ・講評 審査委員長 大槻奈巳（聖心女子大学現代教養学部人間関係学科教授） 

・事業企画大賞 大賞事業紹介 

  「シングル女性のためのサテライト・カフェ 『お月さまカフェ』」 

川崎市男女共同参画センター（すくらむ２１） 
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③シンポジウム「男女共同参画センターの役割と機能強化」 

【登壇者】 

犬塚 協太（静岡県立大学教授、NWEC 及び男女共同参画センターの機能強化に

関するワーキング・グループメンバー） 

岡田 恵子（内閣府男女共同参画局長） 

萩原 なつ子（国立女性教育会館理事長） 

望月 禎（文部科学省総合教育政策局長） 

【進行】 

納米 恵美子（全国女性会館協議会代表理事） 

 

 

 

 

 

 

 

休憩中 会員館紹介 

スライド上映 

 

 

 

 

④全国女性会館協議会からの今後の事業等の情報提供 

  上期の事業報告・下期の事業説明。来年度の全国大会について 
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⑤東京ウィメンズプラザ施設案内（希望者）  

⑥情報交換会 

会場を変えて、食事をしながら情報交換会 

 

 

 

 

 

 

 

（２）12 月 11 日（月） 

首都圏にある会員館の訪問・交流ツアー 

ツアー受入施設 

【東京都】大田区立男女平等推進センター、世田谷区立男女共同参画センター、千代

田区男女共同参画センター、港区立男女平等参画センター、日本女子会館、婦選会館 

【神奈川県】川崎市男女共同参画センター、男女共同参画センタ―横浜 

【千葉県】松戸市男女共同参画センター 

【埼玉県】埼玉県男女共同参画推進センター、越谷市男女共同参画支援センター 

8 事業企画 

大賞 

①事業企画大賞 

◆事業企画大賞  

 ・川崎市男女共同参画センター（すくらむ２１） 

  「シングル女性のためのサテライト・カフェ『お月さまカフェ』」 

◆奨励賞  

・横浜市男女共同参画推進協会   

「横浜市の単身世帯の住まいの状況・ニーズ調査 

～シングル女性の課題を中心に～」 

◆特別賞 

・しまね女性センター 

「しまね働く女性きらめき応援塾 2022（ステップアップ編、スキルアップ編、 

レベルアップ編、大交流会、番外編） 

②審査委員 

 ◆審査委員長 

  大槻 奈巳（聖心女子大学現代教養学部人間関係学科教授） 

 ◆審査委員 

佐藤 歩美（株式会社ｗｉｗｉｗ代表取締役社長） 

田尻 佳史（特定非営利活動法人日本 NPO センター常務理事） 

柴田 美代子（特定非営利活動法人全国女性会館協議会常任理事） 
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9 参 加 者 数 、

アンケート結

果 

◆参加者数 

12/10（日）会員館関係者：98 人 参加会員館数：47 館 一般参加者数：25 人 

アンケート回収数：82 枚 

12/11（月）ツアー参加者：49 人（午前：37 人、午後：36 人、のべ 73 人） 

●12/10（日）プログラム全体の満足度 

選択肢 人 ％ 

とてもよかった 49 59.8 

よかった 28 34.1 

ふつう 5 6.1 

あまりよくなかった 0 0 

よくなかった 0 0 

計 82 100 

 

●12/10（日）シンポジウムの満足度 

選択肢 人 ％ 

とてもよかった 48 58.5 

よかった 29 35.4 

ふつう 5 6.1 

あまりよくなかった 0 0 

よくなかった 0 0 

計 82 100 

  

10 参加者感想 ・国の施策がわかった。犬塚氏の説明がわかりやすくて理解できた。 

・今後の男女共同参画センター運営の見通しが持てて元気がでました。 

・テーマが時宜を得たもので登壇者のプレゼンがとてもわかりやすかった。 

・情報をいろいろ知ることができた。 

・いろいろな視点から男女共同参画の課題について知れた。 

・センターの機能強化について何が重要かよくわかりました。 

・事業企画大賞のすくらむ 21 の事業が大変ためになりました。 

・今、ホットなテーマを担当者から聞けた。もっと具体的な情報が聞きたかった。 

・内閣府と NWEC の生の声を聞き、施策について理解が深まった。 

・センターの役割について広く意見を聞けたから。 

・連携・連帯の大切さを改めて感じることができた。 

・このシンポジウムのテーマがすばらしい。 

・今、NWEC や男女センターの置かれている状況がよく分かった。 

・情報をいろいろ知ることができて良かったです。 

・シンポジウムの登壇者の選定が良かった。 

・登壇者の方々が熱く語ってくださり、希望を感じました。 

とても 

よかった 

よかった 

ふつう 

6.1％ 

ふつう 

6.1％ 

よかった 

とても 

よかった 
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・改めて女性センターの役割や大切さを再認識しました。 

・今後の方向性が聞けた。 

・男女センターの現状と課題、自分の所属するセンターでは今後何ができるか考える機

会となりました。 

・全国のセンターそれぞれ課題も体制も違うが共通の目的があると実感できたため。 

・男女センターの機能強化の取り組むの現状を知ることができた。 

11 主催者感想 67 回めの全国大会は会員館との共催ではなく協議会単独の主催としてタイムリーな

話題である「男女共同参画センターの機能強化」をテーマに内閣府、文科省の局長、

NWEC 理事長および「NWEC 及び男女共同参画センターの機能強化に関するワーキン

グ・グループメンバー」を務められた犬塚教授に、それぞれの立場から現時点での国の

施策や男女センターの機能強化に関する考えを発言いただいた。 

協議会からはセンター利用者・関係者の多様なニーズに応えるために求められるこ

とや力を発揮するために必要な「ヒト・モノ・カネ」について、また協議会の果たすべき役

割として、「ネットワーク機能」や「センター運営についての支援」などを参加した方に伝

えることができた。今回は「東京開催」という利便性から集合型の対面開催とし、4 年ぶ

りに情報交換会を実施することができた。 

また会員館に協力をいただき 2 日目については「分科会」は実施せず、首都圏近郊

の男女センターに訪問し、センター見学、職員との交流を図るツアーを実施した。多くの

男女センターが設置されている首都圏ならではの企画であり、シンポジウム申込者の

半数近くの方がツアーに参加していた。ツアー参加者および受入施設、双方にとって有

意義な時間となった。 

 


